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津 南 町 森 林 組 合

第 58 回通常総代会

代
表
理
事
組
合
長
　
若
井
　
岩
雄

今
冬
の
大
雪
、
こ
こ
数
十
年
で
は
一
番
の

難
儀
の
シ
ー
ズ
ン
だ
と
多
く
の
方
が
感
じ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
苗
代
や
畑
作
の
除
雪
に

と
大
変
ご
苦
労
し
て
い
る
方
も
多
い
と
察
し

ま
す
。

み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ

り
組
合
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
組
合
に
お
い
て
は
、
一
月
末
日
を
も
っ

て
令
和
六
年
度
事
業
が
終
了
し
、
去
る
三
月

二
十
三
日
に
第
五
十
八
回
通
常
総
代
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

な
お
令
和
六
年
度
事
業
実
績
と
し
て
は
、

総
取
扱
額
で
前
年
実
績
の
一
〇
一
パ
ー
セ
ン

ト
の
二
十
一
億
四
千
万
円
、
当
期
利
益
に
つ

き
ま
し
て
は
、
前
年
実
績
九
二
五
万
円
か
ら

三
九
五
万
円
と
落
ち
込
み
、
大
変
厳
し
い
一

年
で
し
た
。

本
年
、
各
集
落
か
ら
要
望
の
強
い
農
地
周

辺
森
林
整
備
事
業
の
継
続
や
、
主
伐
再
造
林

に
取
り
組
み
、
海
外
へ
の
杉
輸
出
事
業
や
少

花
粉
杉
ポ
ッ
ト
苗
の
植
林
を
行
な
い
、
ま
た

広
葉
樹
の
植
林
も
継
続
し
て
計
画
し
ま
す
。

加
工
原
材
料
や
燃
料
費
等
の
資
材
費
の
高

騰
と
、
生
産
工
場
で
の
原
価
要
素
が
経
営
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、

生
産
性
の
向
上
に
併
せ
経
営
体
質
の
さ
ら
な

る
改
善
強
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
組
合
員
の
皆

様
に
は
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
度
に
向
け
て
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さ
る
三
月
二
十
三
日
、第
五
十
八
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
総
代
百
九
十
八
名
の
中
委
任
状
、
書
面
議
決
を
含
め
百
五
十
九

名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
ご
来
賓
と
し
て
新
潟
県
森
林
組
合
連
合
会
代
表

理
事
会
長
の
村
松
二
郎
様
を
は
じ
め
、
津
南
町
町
長
代
理
副
町
長
　
根

津
様
、
南
魚
沼
地
域
振
興
局
農
林
振
興
部
副
部
長
岩
崎
様
、
津
南
町
議

会
議
長
恩
田
様
、
日
本
食
研
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
会
長
大
沢
様
代
理
津

南
営
業
所
所
長
南
雲
様
、
十
日
町
地
域
並
び
に
栄
村
両
森
林
組
合
長
様

の
ご
臨
席
を
賜
り
、
意
義
の
あ
る
総
代
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
城
原
の
桑
原
司
総
代
が
選
出
さ
れ
、
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
で
、

提
案
い
た
し
ま
し
た
議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
　
今
年
度

は
役
員
改
選
の
年
で
あ
り
、
四
名
の
方
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
新
役
員
に
よ
る
理
事
会
に
お

い
て
組
合
長
と
い
う
重
責
に
就
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
五
名
の
歴
代
組
合
長
及
び
先
輩
諸
氏
よ

り
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
四
十
四
年
間
、

組
合
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
浅
学
非
才
の
私
と
し
て
は
職
責
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
が
、
役
職
員
全
員
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
一
致
団
結
し
て

こ
の
厳
し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
事
業
推
進
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
組
合
員
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
ご
協
力
を
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

津南町森林組合表彰規定により、次の方を表彰
いたしました。

表 彰

若
井 

岩
雄

新
組
合
長 

挨
拶

第第
5858
回
通
常
総
代
会
が

回
通
常
総
代
会
が

　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

表彰の種類 受賞者氏名 理 由

感 謝 状

大 割 野 島田　義道

総代５期以上

大 割 野 山本　龍徳

十二ノ木 桑原　富夫

谷　　内 藤木　寿一

越　　手 久保田絋一郎

朴 木 沢 半戸　淑朗

小　　池 中島　一具

辰 ノ 口 小野塚正直

職員表彰
森林木材部 増田慎太郎 職員勤続 30 年

特 産 部 樋口　郁夫 職員勤続 20 年

［議長］ 桑原  司　総代［質問者］ 草津  進　総代［質問者］ 山本 龍徳　総代［質問者］ 本山  賢　総代

（敬称略）
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涌井 吉成
( 専務理事 )

廣田 　聡
( 職員理事 )

村山 昌文
( 監事 )

新
役
員
の
紹
介

新
役
員
の
紹
介

石沢恵理子
( 監事 )

石澤憲一郎
( 駒返り )

藤田一行
( 十日町 )

髙橋誠一郎
( 代表監事 )

中澤 義文
( 見玉 )

髙橋 俊秀
( 赤沢 )

大島のり子
( 駒返り )

福原 幸夫
( 外丸 )

石澤 良周
( 中子 )

退任役員 任期期間 役　職 集落名

涌井九八郎 4期 代表理事 相　吉

中澤　昌成 1期 理　事 中深見

小島　隆夫 4期 代表監事 芦ケ崎

籠田　淑子 1期 監　事 正　面

退任役員退任役員
定年定年

退職者退職者

保坂　靖寛

　
こ
の
度
、
三
月
二
十
三
日
開
催
の
第
五
十
八
回
通
常
総
代
会
を
も
ち
ま
し

て
組
合
役
員
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
都
合
十
五
年
間
に
及
ぶ
森
林
組
合
と

の
関
わ
り
で
し
た
が
、
こ
の
間
大
過
な
く
勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も

組
合
員
各
位
、
職
員
の
皆
さ
ん
、
関
係
行
政
機
関
、
森
林
組
合
関
連
組
織
、

日
本
食
研
様
は
じ
め
お
取
引
先
様
か
ら
の
ご
理
解
ご
支
援
の
お
蔭
と
深
甚
よ

り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
十
五
年
間
に
は
津
南
町
森
林
組
合
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
、
木
材

需
要
の
変
化
に
伴
う
製
材
事
業
か
ら
の
撤
退
、
六
年
前
に
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
世
界
的
蔓
延
に
よ
る
か
つ
て
な
い
大
打
撃
、
そ
し
て
こ
の
打
撃
か
ら
立

ち
上
が
れ
な
い
う
ち
で
の
諸
物
価
高
騰
が
続
い
て
お
り
、
経
営
改
善
に
課
題

を
残
し
た
ま
ま
で
の
退
任
を
誠
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
た
だ
私
個
人
と
し
て
は
、
人
生
最
後
半
に
組
合
事
業
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
、
そ
し
て
職
員
は
じ
め
多
く

の
知
己
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ

と
を
一
生
の
宝
と
し
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
津
南
町
と
い
う
範
囲
で
の
組

合
事
業
を
維
持
継
続
し
て
い
く
こ
と
は

更
な
る
厳
し
さ
も
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
津
南
の
産
業
維
持
と
雇
用
の

確
保
も
含
め
て
行
政
と
組
合
員
各
位
か

ら
の
強
力
な
支
え
が
何
よ
り
必
要
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
津
南

町
森
林
組
合
そ
し
て
組
合
員
各
位
の
ご

発
展
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
退
任

の
挨
拶
と
し
ま
す
。

　
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

涌
井
九
八
郎

長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　退任役員の皆さまには、
組合事業運営にご尽力を
賜り深く感謝申し上げま
す。ありがとうございま
した。定年退職者の方に
おかれましても長年の功
績に敬意を表したいと思
います。ありがとうござ
いました。
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特産部

　特産部では外国人雇用を進めてきてインドネシアから昨年７月に３名入り、第１・２・３
工場の検品梱包工程で作業を行ってもらっています。今年の１月から新たに３名、インドネ
シアから仲間が加わりましたので紹介します。
　第１工場選別工程に配属のヌルル・フィトリアニさん（写真左）、第２工場選別工程に配属
のディア・アユ・ワシスタさん（写真中央）、第３工場選別工程に配属のアフルル・アッザー・
アフィファーさん（写真右）です。
　今回の３名の方も昨年７月に入った３名同様に笑顔で礼儀正しく積極的な女性です。
　各工場の選別工程に配属に当たり、受け入れ態勢を（インドネシア語標記、選別種類を分
かりやすく写真でまとめる等）整え３名を迎え入れました。準備の甲斐もあり仕事にも慣れ
てきてよく頑張ってもらっています。６名は森林組合の近くの一軒家を借り、共同生活を送っ
ています。
　今年は大雪で徒歩での通勤も大変だったと思いますが、慣れない環境の中体調を崩すこと
なく休まずに出勤しています。ご近所の方々にもよくしてもらっているようで、有難く思っ
ております。今後ともよろしくお願いいたします。

特産部に
新しい仲間が加わりました

アフルル アッザー アフィファーヌルル フィトリアニ ディア アユ ワシスタ

第３工場でなめこの選別作業の様子
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　注文は電話か窓口で受け付けます。数に限りがあり
ますので、売り切れの際はご容赦願います。
　引き渡しは７月初めを予定しておりますが、準備が
できましたら、おひとりおひとりに連絡いたします。

10 個以上お買い求めいただくと、
1 個 550 円（税別）になります。耳寄り情報耳寄り情報

　沢山採れたら、日に干して乾燥キクラゲにして保存
すると、長い間楽しめます。キクラゲの美味しいレシ
ピをお持ちの方は、是非教えてください。
　たくさんのご注文をお待ちしております。

注 文 受 付／４月より開始
引き渡し期間／７月初めから

主に伐採・刈払い作業となります。
通年雇用から期間雇用問わず募集中！
未経験者の方も歓迎 !!
資格取得費用は組合が負担 !!
詳しくは組合へお問い合わせください。

森林整備作業員募集森林整備作業員募集

　このガイダンスは県林業労働力確保支援センター
の主催で、県内の林業経営体が人材を求め、求人募
集など情報提供を行う就業相談会です。
　今回は朱鷺メッセを会場とし開催され、当組合は
3 回目の出展となりました。
　林業女子スタッフによるトークショーも開催され、
当組合職員の徳永香菜さんの発表もあり、実体験に
基づいた感想や今後の抱負に来場者の多くが聞き
入っていました。

森林現場の人材を求め
「森

も

林
り

の仕事エリアガイダンス」 への出展
森林
木材部

毎年ご好評をいただいております 
　　　　キクラゲ菌床の販売をいたします

キクラゲ菌床
本体 600円
（税込 660 円）

きのこ部

　春になり、山に入れる
季節になりました。
　森林国営保険に加入されている方
は被害の状況をご確認ください。
　災害の発生がありましたら森林部
までご一報ください。
　保険加入も受付中です。

森林保険森林保険



 あとがき
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わかりませんが。
このムキタケ、里山にも
奥山にもどこでも出ます
が、特にナラ枯れがひど
かった頃やはり背負い切れ
ないほど出ました。現在は
ナラが殆んど枯れ里山では中々採ることができま
せん。食べ方はおでん風に鍋料理とするか、ラー
油で和えても美味しいですが、大きくて肉厚のた
め味が浸み込まないこともあり、いったん乾燥し
てから料理に使うことも多いです。
かつて秋のきのこは冬場の保存食として塩漬け
や乾燥しておいたものです。秋山郷ではプラスチッ
ク桶にナメコ・シシタケ（ブナハリダケ）・ナラタ
ケなどを塩漬けにして販売していましたし、多くの
家庭でもムキタケを含めて塩漬けをしたものです。

<その８> ムキタケ
津南の特徴は何といっても際立った四季の変化
と豪雪かもしれません。稲刈りや秋の収穫が一段
落して雪が降るまでの短い期間、キノコ採りは楽
しみの一つです。
山の斜面の向きや日当たり、雑木の大きさ・混
み具合などを見ながら狙ったきのこを目指します。
その中でも向きや日当たりを条件にしないのが、
このムキタケです。この地域ではカタハ（片刃）
と呼ぶことが多いようです。秋になるとツキヨタ
ケ中毒が報道されますが、ほとんどはこのムキタ
ケと間違うようです。私にはなんで間違えるかは

きのこ編

職 員 募 集
津南町森林組合で一緒に働いてみませんか！

森林部・特産部

工場見学できますのでお気軽にご連絡ください。
総務部 金澤まで TEL025-765-2510

　春がやってきました。
　津南の厳しい冬が終わり、
ホッと一息つける季節です。今
年の冬は、津南らしい大雪に包
まれ、町全体が真っ白な雪景色
に変わりました。3 メートルを
超える雪壁、見る見るうちに積
もっていく雪の様子は、やはり
圧巻でした。そんな雪も解け始
め、少しずつ大地に潤いを与え、
鮮やかな新緑の季節が始まりま
す。その雪解け水が田畑を育て、
とびっきり美味しいお米や野菜
ができるかと思うと、あの厳し
い冬にも感謝です。

職員
紹介

新しい仲間を紹介
します。皆様からの
ご指導、ご鞭撻の程
よろしくお願いし
ます。（R6.4 ～ R7.4）● 組合員に加入する時

● 持分を譲渡する時
● 組合員の名前が変わった時
● 組合員の住所が変わった時
● 組合員の相続をする時
　 （相続開始後 90 日以内）
● 組合員を脱退する時

組合員の皆さまへ
　組合員の皆様には日頃より
ご支援ご協力をいただきまし
てありがとうございます。下
記の異動がある時は各届出書
の提出をお願いいたします。

お手数ですがよろしくお願い
します。

樋熊ダーリング
（十日町市）

久保田 瞳
（津南町）

山田  詩織
（十日町市）

相澤  優希
（十日町市）

齊藤  丈太
（津南町）

スリ ウランダリ
（インドネシア）

ナエラ  ルハ  ファラディサ
（インドネシア）

アフルル  アッザー  アフィファー
（インドネシア）

ノヴィア   コンタンティア
（インドネシア）

ヌルル  フィトリアニ
（インドネシア）

ディア  アユ  ワシスタ
（インドネシア）


